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＜外来患者様情報＞

· 赤坂　順市様～8/29の採血の結果を説明される。血糖値117mg/dl(7月　143mg/dl)　

グリコ7.2%(7月8.1%)　服薬はこのままとし、食事・運動療法も続けることを指

導。体重104kg。

· 古舘　ヨリ様～本日、採血施行。尿糖(±)血液に関しては、次回受診時に説明する事とする。

　　　　　　　　　血圧152/88mmHg　　体重66.0kg　側定時「や～、かがるごった…」と苦笑いされている。

· 松永　勘五郎様～大きな声で「こんにちは～」と入室。幸房での仕事は続けているとの事。セルリ

アンにストックするパウンドケ-キを作ったかの質問に「ハア～」と頸を傾げて

いる。昼は弁当を購入するとの事。風邪を引かないようにと指導がある。

　

· 宮　陽子様～兄様同伴。そのせいか、若干表情に硬さがみられている。昨日、通所に来た事に関し

「ええ」と返答。薬もきちんと服薬しているとの事。

兄様より、家の事が忙しいと言い、通所にも行かず、何をしているのかと聞けば運

動の為、家の中で4～5時間もグルグル歩いていると言う。青山荘を退所する時は、

通所に通う事が条件だったが、守られていず話しても自己主張が強い。お盆には、

暗い部屋でぼんやりしている事もあったとの話がある。薬の量についても話され、

6月から注射量を半分にしているが、次回から増やす(元の量に戻す)事も検討する事

を説明。本人様から家が忙しいので通所を止めたいとの話があり、通所スタッフと

相談するように、しかし、孤独にならないようにする事の指導がある。

<外来情報>

・武田　浩一様～新患。統合失調症。21歳。父同伴。高校卒業後、仙台で生活。医学部を受験するが

二浪してしまう。昨年、6月に帰八した時「自分の情報が漏らされている」「宮城県

全ての人間が陰口を話している」「岩手・宮城内陸地震を起こしたのは自分で、その

事で皆が責めるなど話し、怯えて泣き叫んだり、「自分を責める声が聞こえる」など

話していた。8月に仙台に戻るが、その後、独語や幻聴に左右された行動や空笑・不

眠・幻視様の行動が見られる様になっている。今年2月、仙台での荷物を実家に送

り盛岡や仙台を行き来する生活をしていたが、9月3日帰八。その後は比較的落ち着

いて過ごしているとの事。本人様は、幻聴・幻覚等について「今はない」と話して

いる。今後は、進路を変更し受験するとの事。抗精神病薬処方し、9/10(木)脳波・

頭部CT検査の予定としている。









